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１． 学 ぶ 意 欲 を も ち 、 知 性 と良 識 の

あ ふ れ る 軻 を つ く り ま す。

１． 健 康 と安 全 を 心 が け

明 る く楽 しい 村 を つ く り ま す 。

｜ 。 勤 労 を喜 び 、 力 を 合 わせ て

豊 か な 忖 を つ く り ま す 。

１． 自 然 を守 り 、 人 を愛 し 、

心 や さ しい 村 を つ く り ま す 。

１． 心 身 と も に 健 全 な 子 の 育 つ

暖 かい 家 庭 と村 を つ く り ま す 。
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①

面
犬
三一
ナ
フ
サ
ゾ
ニ
ケ
ケ
レ

七
月
十
四
日
、
今
年
①
ノ
ノ
ブ
⑤
万
口
開
け
。

上

二

言
二
年
不
⑤
が
続
レ
て
レ
庖
コ
レ
ノ
漁
七
、

今
年
に
回
復
①
几
し
を
見
世
で
府
Ｏ
、
村
内
①
浜

こ
こ
に
、
風
物
詩
七
卜
づっ
て
ゾ
ル
レ
ン
丁
子

口
作
業
が
、
家
族
総
一
一
で
行
杓
匸
て
ハ

ホ
言
庖
。

２～３ むらの話題

４～５ カメラ・ルポ

村民体育大会

６～フ おしらせ

Ｂ～日 教育だより

ｍ～Ｄ 保健婦だより

１２～旧 国保のしおじ）

１４～１５ 青少年育成

村民会議だより

出，倨芒現地の

みなさん

ＩＧ～ワ 交毋だより

旧～旧 税務だより

年金だよこ）

２〔〕 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

各
種
目
に
熱
戦
を
展
開

‐
下

北

郡

老

人

ス

ポ

ー

ツ

大

令

七
月
六
日
、
快
晴
の
さ
わ
や

か
な
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵
ま
れ
。

「
第
十
五
回
下
北
郡
老
人
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
が
、
大
畑
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
か
ら
は
、
百
二
十
名
の

選
手
、
応
援
団
が
参
加
し
、
各

種
目
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
「
玉

入
れ
」
と

「
卜

ン
ネ
ル
ボ
ー
ル
お
く
り
」
で
は

第
一
位
と
な
り
、
午
前
中
の
競

技
を
終
っ
て
、
総
合
第
二
位
と

優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
総
合
四
位
と

来
年
度
以
降
に
も
ち
越
し
と
な

り
ま
し
た
。

来
年
は
東
通
村
が
開
催
地
で

す
。
一
致
団
結
の
も
と
、
ぜ
ひ

と
も
上
位
を
ね
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

川

内

町

５５
点

準
優
勝

脇
野
沢
村

５４
点

三

位

大

間

町

５１
点

四

位

佐

井

村

４９
点

五

位

大

畑

町

４１
点

六

位

風
間
浦
村

３５
点

七

位

東

通

村

３０
点

▲老人スポーツ大会

（

ン
デ
．司
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
を
展
開

‐
下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
命

七
月
十
四
日
、
脇
野
沢
村
民

ふ
れ
あ
い
運
動
場
を
会
場
に
、

「
下
北
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
七

町
村
か
ら
集
ま
っ
た
約
三
百
人

の
選
手
が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
、
今
回
で
二
十

一
回
目
と
な
り
、
体
の
不
自
由

な
大
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
に
、

応
援
す
る
方
も
目
頭
を
熱
く
し

ま
し
た
。

佐
井
か
ら
は
、
三
十
五
人
の

選
手
が
参
加
。
立
ち
幅
と
び
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
や
り
投

▼身体障害者スポーツ大会

全

国

大

会

に

出

場

卜
佐
井
中
学
校
陸
上
部
－

七
月
十
一
日
・
十
二
日
の
両

日
、
青
森
市
の
県
営
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
「
第
一
二
十
八
回

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
青
森

県
大
会
」
に
お
い
て
、
男
子
八

百
ｍ
リ
レ
ー
（
宮
川
勝
徳
く
ん
、

川
岸
有
く
ん
、
宮
野
達
也
く
ん
、

小
向
誠
く
ん
）
が
見
事
に
決
勝

で
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
男
子
二
百
ｍ
に
出
場
し
た

小
向
誠
く
ん
も
、
全
国
標
準
記

録
を
突
破
し
、
八
月
十
九
日
か

ら
新
潟
県
で
は
開
催

さ
れ
る

。
全
国
大
会
”
に
、
リ
レ
ー
チ

ー
ム
と
と
も
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
前
に
、
全
国
大
会
に
何

け
て
の
抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

・
宮

川

勝

徳

く
ん

前
の
人
に
お
い
て
い
か
れ
な

い
よ
う
に
、
精
一
杯
頑
張
る
。

・
川

岸

有

く
ん

決
勝
進
出
／

・
宮

野

達

也

く
ん

ト
ッ
プ
で
四
走
に
、
バ
ト
ン

を
力
強
く
渡
し
た
い
。

・
小

向

誡

く
ん

結
果
は
ど
う
あ
れ
、
佐
井
中

の
バ
ト
ン
を
最
後
ま
で
つ
な
ぎ

た
い
。
二
百
ｍ
で
は
、
自
分
が

全
国
で
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル

な
の
か
、
た
め
し
て
き
た
い
と

思
う
／・

▼左から宮野 ＜ん・小向くん

・宮川くん・川岸くん

フラワーポットを醴

佐井村青年赤十字奉

仕団では、今年度事業

のひとつである美化奉

仕で、このほどアルザ

スの玄関 にフラワー

ポットを設置し、観光

客など、アルザスを訪

れる人たちの目をなご

ませています。

古佐井地区に

共゙済会館讀 完成

このほど、古佐井共
済会のみなさんの長年
の夢でした「共済会館」

が、多くの人々の協力
のもとに、古佐井地区
に完成しました。
今後は、地域の郷土

芸能の伝承発展に大き
な役割を果すことが期
待されます。



げ
な
ど
の
競
技
に
、
（

ン
デ
ィ

を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
を
展

開
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
総

合
第
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
全
鞴
に
山
海
の
幸

‐「
ラ
ブ

リ

ー
さ

い
」
ふ

る
さ
と
パ

ッ
ケ

ー
ジ

本
州
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
新

鮮
な
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま
す
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

の
今
年
度
第
一
回
荷
づ
く
り
と

芦

辺
が
、
六
月
二
十
四
日
に
ア

ル
ザ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事

業
は
、
年
会
費
二
万
円
で
、
六

月
、
九
月
、
十
二
月
の
年
三
回
、

村
の
特
産
物
を
送
り
届
け
る
シ

ス
テ
ム
で
、
今
年
で
八
年
目
を

迎
え
、
現
在
の
会
員
は
四
〇
八

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
送
式
に
は
、
農
協
、
漁
協
、

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
商
工
会

な
ど
か
ら
約
百
人
が
参
加
。
コ

ウ
ナ
ゴ
、
ワ
カ
メ
、
フ
キ
の
水

煮
、
ベ
ニ
ザ
ケ
フ
レ
ー
ク
、
ヒ

バ
ま
な
板
、
コ
ン
ブ
茶
、
ヒ
バ

の
香
り
の
入
浴
剤
、
ビ
バ
の
苗

木
な
ど
九
品
目
が
手
際
よ
く
箱

詰
め
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
郵
便
局
の
ト
ラ

。
ク

に
積
み
込
ま
れ
た
「
ラ
ブ
リ
ー

こ
の
大
会
は
、
来
年
は
大
畑

町
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
各
地
へ
向
け
て
送
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

▼「ラブリーさい」荷づくり作業

ヒラメの徽を鰭

６月２６日、古佐井
川河口で、ヒラメの
稚魚一万尾の放流が
行われました。
今回放流したヒラ

メの稚魚は、県栽培
漁業公社で採卵した
もので、体長が約５
センチまで成長。こ
の日は漁協組合長ら
関係者がさい丸に乗
り込み、青い海へ放
流していました。

第４回大間町長杯ゲートボール大会

７月１３日、通称一町二ヶ村ゲート
ボール大会と言 われる「大間町長杯
ゲートボール大会」が、快晴の大間町
で開催されました。
今回の大会には、風間浦村が不参加

で、大間町と佐井村から７チームが参
加し、熱戦が繰り広げられました。

決勝は、佐井村どうしで争われ、磯
谷Ｂチームが念願の初優勝に輝き、お
しくも福浦チームが２位：と、佐井ホすの
健闘が光る大会でした。
・磯谷Ｂチームのメンバー

田中武雄さん、田中とみゑさん、東
出正次郎さん、新田つぎさん、横浜幸
吉さん

▼優勝した磯谷Ｂチームのみなさん

第２回 あおもりシニア洋上セミナーに隸 して

佐井村老人クラブ連合会長 藤田 重良

第２回あおもりシニア洋上セミナーが、６
月２日から５日までの日程で実施され、それ
に参加する機会が与えられました。ここに、
その慨要を報告します。

この洋上セミナーの目的は、高齢者が大型
客船に宿泊し、集団生活を通じながら交流し、
講演やシニア主張大会、生 きがい講座等で研
修を深めるものです。

今回は、県内４３市町村から３０３名（男子１６０
名）の参加者がありました。北村知事を団長
とし、医師や看護婦、講師の先生などが３０名
という大所帯です。 船の乗員は１３０名で、外
国人が多かったようです。

６月２日の午後４時、村長の見送りを受け、
西村福男 さんとともに、青森港 に停泊す る
「にっ ぽ ん 丸」（２ ２， ０ ０ ０ に・ 全 長
１６６．４ｍ・船客定員６００名・客室２０２室）に乗り
込みました。地下１階、地上８階の大きなホ
テルが海上 に浮かんでいることになります。
揺れも少なく、快適な船旅で、２泊後の４日
午前１０時に、東京晴海埠頭に接岸しました。
６月２日に出航してからの日程は、オリエ ン
テーション、組別会議、交換交流会、夕食と
続き、就寝は２２時でした。

２日目の６月３日は、団長の講話、講演、
シニ アの主張大会、生 きがい講座（６講座＝
社交ダンス・レク・茶道・スポーツ・コーラ
ス・民謡踊り）、組別会議、船上フェスティ
バルなどの行事が実施されました。団長講話
では、北村知事が「豊かな県土づくりをめざ
して」 と題して我々に語りかけ、講演は、県
の社会教育委員を長く務められた、鰺ヶ沢町
永昌寺住職の田端義宏氏が、社会教育の豊富
な実践や事例をもとに、主計、身計、家計、
老計、花計 とい う内容で生 きがいにっ いて
熱っぽく話されました。大変いいお話しでし
た。また、生きがい講話の１つに参加したり、
船上フェスティバルのアトラクションで楽し
いひとと きを過ごすことができました。

３日目の６月４日は、午前１０時に下船し、
バスで日光江戸村を見学し ました。この日の
宿泊は、塩原温泉「ホテルニュー塩原」とい
うところで、温泉にっかりながら船旅の疲れ
をとることがで きました。

４日目の６月５日は最終日で、郡山駅から
青森への列車の旅となり、午後７時無事佐井
村に到着しました。

今回の「あおもりシニ ア洋上セミナー」に
は、６０歳から８７歳 までの高齢者の男女が参加
し、みんな元気に全日程をこなし、お互いの
交流を深め、そして学習できたことを大変う
れしく思ってい ます。このような機会を与え
てくださった村当局、お世話してくださった
県長寿社会振興団のみなさん、行動をともに
した仲問に感謝申し上げて報告を終えます。



健纛づくり

初
夏
の
青
空
が
広
が
つ
た

七
月
五
日
、
佐
井
中
学
校
ブ

ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
融
和
・
親

睦
・
連
帯
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
薗

二
十

一
回
村

民
体
育
大
会
刀
盛
大
口
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

原
田
地
区
か
ら
牛
滝
地
区

ま
で
の
十
三
手
－

ム
か
ら
、

老
若
男
女
千
百
余
名
の
選
手

万
参
加
。
徙
走
や
リ
レ
ー
、

団
体
競
技
な
ど
二
十
種
目
口

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
初

夏
の
青
空
に
一
日
中
歡
声
刀

響
い
て
い
ま
し
た
。





特

別

保

証

制

度

を

実

施

し

て

い

ま

す

佐
井
村
で
は
、
地
域
中
小
企

業
の
経
営
の
安
定
と
発
展
を
図

る
た
め
、
青
森
県
信
用
保
証
協

会
と
協
調
し
て
、次
の
よ
う
な
保

証
融
資
制
度
を
実
施
し
て

い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Λ
町
村
の
制
度
▽

▼
簡
易
小
口
資
金

保
証
金
額

五
〇
〇
万
円

期

間

五
年
以
内

利

息

年
率
八
・
二
〇

％
以
内

保

証

抖

年
率
○
人

五
％

▼
近
代
化
資
金

保
証
金
額

一
、
〇
〇
〇
万
円

期

間

七
年
以
内

利

息

年
率
八
・
〇
〇

％
以
内

保

証

料

年
率
○
人

五
％

※
特
に
、
本
年
度
は
保
証
料
率

が
引
下
げ
ら
れ
、
一
層
利
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
青
森
県
信
用
保

証
協
会
む
つ
支
所
（
登
⑩
－

一

二
〇
四
）
ま
た
は
役
場
地
域
振

興
課
（
登
⑨
－

二
一
一
一
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住

宅

金

融

公

庫

第

二
回

申

込

み

受

付

中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成

四
年
度
第
二
回
申
込
み
を
受
付

し
て
い
ま
す
。
受
付
期
間
は
、

平
成
四
年
九
月
十
一
日
ま
で
で

す
。公

庫
融
資
は
金
利
も
低
利
で
、

し
か
も
返
済
期
間
が
長
期
の
た

め
、
返
済
計
画
に
余
裕
が
も
て

ま
す
。

ま
た
、
申
込
み
は
お
近
く
の

金
融
機
関
（
住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
店
と
表
示
し
た
金
融
機

関
）
で
行
え
ま
す
の
で
、
大
変

便
利
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
購
入

・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
お
考
え

の
方
は
、
ぜ
ひ
公
庫
融
資
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
住
宅
金
融

公
庫
東
北
支
店
（
酋
○
二
二
－

言
一
七
－

九
三
一
こ

も
し
く

は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

「
心

の

輪

を

広

げ

る

体

験

作

文

」
を

募

集

障
害
を
持
つ
人
と
持
だ
な
い

人
が
「
共
に
生
き
る
」
社
会
を

下 北 地 方 福 祉 事 務 所

現 地 面 接 相 談 所 を 開 設

８月１２日（水）・８月２６日（水）

午後１時～３時

農業研修センター

休 診 の お し ら せ

＝ むつ総合病院＝

平成４年８月１８日（火）は病院創立

記念［］のため休診とします。

ただし、救急患者については受

付します。

ひと・夢・ふるさとづくり

フ エ ス ９ あ お も ＆／’９Ｚ

青
森
県
内
腔
市
町
村
が
、
各
各
の
ま
ち
づ
く
つ
の
成
果
を
展

小

紹
介
し
、
合
せ
て
特
産
品
の
胆

小
販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

等
、
青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト
場
を
会
場
に
Ｂ
［
月
２２
日
、２３
日
の
一
言
問

「
ふ
る
さ
と
あ
お
も
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｍ

」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
詰
間
、
内
容
は
竄
の
と
お
り
で
す
。

８月２２日（土）

８月２３日（日）

※２日間の開催期間中、各市町村の特産

品が当るクイズラリーを行います。



築
く
前
提
と
な
る
、
正
し
い
障

害
者
観
に
基
づ
く
相
互
理
解
の

促
進
を
図
図
る
た
め
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験

に
基
づ
く
「
心
の
輪
を
広
げ
る

体
験
作
文
」
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。

応
募
資
格
は
小
学
生
以
上
で
、

障
害
を
持
つ
人
と
持
だ
な
い
人

が
相
互
に
心
の
ふ
れ
あ
い
を
体

験
し
た
人
で
、
一
編
当
た
り
の

字
数
は
、
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
～

四
枚
程
度
匸

局
校
生
、
一
船
市

民
は
五
～
八
枚
程
度
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
九
月
九
日
ま
で
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
福
祉
係
（
登
⑨
－

二
一

一

匸

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

第２回
青

森

県

民

生
涯

ス

ポ

ー

ツ

フ
Ｉ
ろ
７‐

イ
バ
ル

参

加

者

を

募

集

し

ま

す

広
く
県
民
に
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民

一
人
ひ
と
り
の
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
参

加
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
生
涯
を
通
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
実
践
を
図
り
、
健
康

で
文
化
的
な
生
活
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
四
年
九
月

二
十
七
日

（
旦

に
青
森
市
で

開
催

さ
れ
る
「
第
二
回
青
森
県

民
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」

へ
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
登
⑩
四
五
〇

右

に
、
八
月
二
十
日

采

）

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

瓜
穹

ぺ蔘

①
特
別
行
事

開
会
式
及
び
セ
レ
モ
ニ
ー
／

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
健
康
フ

ェ
ア
／
ス
ポ
ー
ツ
写
真
／
公

圉
ス
ケ
ヨ
チ
展

②
種
目
別
大
会

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
／
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
／
壮
年
サ
ヨ
カ
ー
／

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
婦

人
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
／
男
女

混
合
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ダ
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
ダ
マ
ス
ク
し
ス
ス

イ
ミ
ン
グ
／
チ
ャ
レ
ン
ジ

ー

ザ

ー
ゲ
ー
ム
（
長
縄
跳
び
・

バ
ン
プ
士

③
野
外
活
動

安
田
の
森
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー

８ 月 日 日 （木 ）は

東部海区漁業調整委員会委員

選 挙 の 投 票 日 で す

ぺ 昌 詰 乳

求い うー

火 事 ・救 急 の 場 合 は

１ １ ９ 番 ヘ

サイレンの試験日は

毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 Ｑ３８―２２６６

食 品 衛 生 週 間（８，３Ｈ Ｓ）

食中毒の起こりやすいこの時期

５ 度 以 下 の 低 温 保 存 を

８月３囗～９日は厂食品衛生週間」
です。夏場は食品の取り扱いに気を
つけましょう。生ものには特に気を
つけましょう。

只 日 け ｒ遒 路 謇 痊 甎 る Ｊ≡ｉ圜 Ｉ Ｒ 月 ７ｎ日 ぱ「遍 の 日 ＿，
： ＩＩリ 丱Ｉ

上 辻

，巾，‥‥‥● はくらしの中を走っています

水のＨ（８月１Ｈ）

水の週間（８月１～７日）

考えよう、

水のあした



教
育
だ
よ
う

裂

織
り
の

奥
の
深

さ
に

魅
せ

ら
れ
て

昨
年
に
っ
づ
き
二
回
目
と
な

っ
る
「
裂
織
教
室
」
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
尾
上
町
で
古
代
布

の
研
究
を
し
て
い
る
奈
良
岡
キ

ミ
先
生
を
招
い
て
の
集
中
講
座

に
加
え
、
第
一
期
生
の
人
た
ち

の
応
援
指
導
を
得
て
の
「
「

夕

織
り
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。気

ば
か
り
ア
セ
る
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
縦

の
細
い
糸
に
あ
や
つ
ら
れ
な
が

ら
、
悪
戦
苦
闘
す
る
う
ち
に
、

少
し
づ
つ
織
り
上
が
っ
て
く
る

布
を
み
る
に
つ
れ
、
あ
ち
こ
ち

に
寄
声
に
も
似
た
歓
声
が
上
が

り
ま
す
。
自
分
の
「
「

夕
織
り
」

に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
も
、
み

ん
な
で
励
ま
し
、
喜
び
あ
う
何

と
も
い
え
な
い
心
の
交
流
を
味

わ
っ
た
講
習
で
も
あ
り
ま
し

た
。

ま
た
、
色
あ
せ
た
布
、
着
古

し
た
も
の
へ
の
生
命
の
息
吹
き

に
、
「
「

夕
織
り
」
な
ら
で
は

の
素
晴
し
さ
と
、
昔
の
人
の
生

活
の
知
恵
と
頭
の
良
さ
に
、
あ

ら
た
め
て
敬
服
さ
せ
ら
れ
た
み

な
さ
ん
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
裂
織
り
が
、
楽
し
み
な

が
ら
生
活
の
中
に
密
着
し
て
い

气

佐
井
な
ら
で
は
の
織
物
と

し
て
定
着
さ
せ
た
い
Ｉ

。

こ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
、

裂
織
り
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

▲裂織り教室

教育委員会委員に
三戸重一氏が就任

６月２３日に開会し

た６月定例議会にお

いて、佐井村教育委

員会委員に、三戸重

一氏が議会の同意を

得て就任しました。

平 成 ４ 年 度

佐 井 村 成 人 式

・対象者 昭和４７年４月２日～

昭和４８年４月１日に

生まれ左方

・日 時 平成４年８月１涓（利

午前１０時～

・会 場 津軽海峡文化館しか

さいホール

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

短

歌

（
七
月
五
日
・
三
戸
町
名
川
園
）

八
十
八
才

中

島

万

吉

名

川

園

の
桜

桃

狩

り

始

め

に

て

子

供

に

還

り

よ

く

食

べ

に

け

り

椀

ぎ
取

り

て

口

に

押

し

こ

む

桜

桃

種

を

と

ば

し

て

歓

声

あ

げ

る

桜

桃

届

く

所

を

食

い
尽

く

し

高

き

に

あ

る
を

怨

し

く

思

う

木

の

登

り

の

で

き

ぬ

無

念

さ

少

年

期

に

桑

の

実

食

べ

ん

と

登

り

し

思

い
出

（
平
成
四
年
六
月
大
荒
川
を
偲
ぶ
）

上

山

実

足

を

踏

む

大

荒

川

の

川

口

に

根

強

く

香

る
浜

な

す

の

花

歳

月

の

荒

波

激

し

き

こ

の
岬

石

垣

残

る
桟

橋

の

跡

踏

み

分

け

て

辿

れ

ば

深

き

小

屋

跡

の
臣

木

の

中

に

静

ま

り

て

あ

手

に

取

れ

ば
茶

腕

の

欠

ら

貝

殻

と

み

な

懐

か

し

く

感

極

ま

れ

り

参

道

の
枝

分

け

進

め

ば

神

木

の

山

の
神

な

る

十

九

の

鳥

居

中

谷

サ

ツ

ヱ

近

々

に
退

職

す

る
夫

の

独

り

言

日

増

し

に

用

の

無

く

な

り

ゆ

き

ぬ

札
幌
市

橋
木
と
も
子

故
里
の
匂
い
の
届
く
宅
急
便
代

り
送
ら
ず
す
ま
な
く
思
う

大
坂

し
ん

新
生
児
深
く
か
い
な
を
差
し
出

せ
ば
シ
ャ
ボ
ン
王
の
如
く
に
抱

浜
中

よ
ん

最
大
の
風
力
発
電
眼
の
前
に
技

術
の
進
歩
に
英
知
感
じ
る

義
経
の
竜
馬
つ
な
ぎ
し
岩
穴
に

夕
日
の
映
え
て
鳥
居
光
れ
り

石
戸
美
矢
子

わ
ら
び
採
る
離
れ
し
友
の
名
を

呼
べ
ば
木
の
芽
明
る
き
山
に
谺

すリ
ラ
の
花
匂
う
窓
辺
に
臥
し
て

お
り
永
ら
え
て
又
め
ぐ
り
来
る

五
月

川
岸
キ
ヨ
子

茄
子
の
花
た
そ
が
れ
色
に
満
つ

る
と
き
母
の
意
見
の
無
駄
な
き

を
想
う

雨
を
呼
ぶ
日
ぐ
せ
の
中
に
散
り

急
ぐ
藤
を
惜
し
め
ば
春
行
か
ん

と
す

五
月
晴
緑
ま
ぶ
し
き
山
里
に
耳



第４７回

青
森
県
民
体
育
大
会

盂

郡
子
鑾
（
彗

部
）

ｙ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

・

男

子
（
七

月

七

日

・
大

畑

町

）

算

Ｏ

ま

」

ご

贏

聚

・

女

子
（
七

月

九

日

・

大

畑

町

）

算

］

】

▽

豈

▼

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

（
七

月

八

日

・

風

間

浦

廿

佐
＃

６０
「

ル

」
こ
）

２７

風
間
浦

ｙ

野

球

（
七

月

十

一

日

・

東

通

廿

佐

＃

Ｏ
－

３

東

通

八
月
八
日
・
九
日
の
両
日
、

十
和
田
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第

四
十
七
回
青
森
県
民
体
育
大
会

に
、
佐
井
村
か
ら
は
陸
上
競
技
、

卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
水
泳
の

各
種
目
に
出
場
し
ま
す
。

｀
内
Ｍ

多

よ

Ｉ

ル

へ６
弓
Ｍ
日
左
牛
や
グ
フ
ン
じ

【男子の部】

【女子の部】

第２７回

朝
野
球
大
会

牛滝地区公民館学級
牛 滝地区公民館 （館長

竹内英樹 ）では、 ６月２９

日 に開級 式 を開催 しまし

た。 学習 主題は次 のとお

りで す。

○運営 委員会 ５／２２０ 舞

踊教 室５／２６５／２７Ｑ 軽

スポーツ教室（１）５／２７５

／２８０ さ きお り教 室６／

１１６／１２０ パ ッチ ワー ク

教 室６／１７６／１８ 開級

式 ６／２９０ 家計 簿の付け

方 ７／８０ 交通安 全教室

７／９０ 球急法教 室７／

１７０ 軽スポ ーツ教 室９／

１１９／１３Ｑ 下北美 術展移

動展１０／１８０ 生 花教 室１２

／２５Ｑ バドミント ン教室

１／２００ バレ ー教室１／

２２０ 子供 の育 て方１／２８

０ 舞踊教 室２／４０ 七宝

焼教室 ２／８０ 郷土芸能

教 室２／８２／１７０ 卓球

教 室２／１２０ 漁業展望 ２

／２６０ 料理教室閉級式 ３

／５

矢越地区公民館学級
矢越地 区公民 館 （館長

館脇誠一） では、 ７月１２

日に 開級式 を開催し まし

た。学習主 題は次 のとお

りで す。

○ふ るさと教室 （節句 の

ペゴ餅作 り５／３００ 運営

委員 会６／２００ 開級式 ７

／１２０ 舞 踊 教 室 ７／１７

（海 の記 念日に むけて）

○ 郷 土 芸 能 教 室 （盆 踊

り・盆唄 ・太鼓 伝承） ８

／ ○視聴 覚教室 （子供

会・野外映 写会８／ ○

スポ ーツ教 室（若者会 ・

婦人部・子 ども会） ９／

６０ スポ ーツ教室 ９／２０

０ 木彫 り教室 （小物 入れ

製作）１１／ ○ しめ縄作

り１２／ ○着付け教室○

パ ッチワ ーク（手芸） ２

／ ○和裁教室 （浴衣作

り）２／ ○閉級式・料

理教室（郷土料理 ３／ ）

傾
け
れ
ば
黒
ツ
グ
ミ
の
声

目
時

道
枝

頬
そ
げ
し
娘
の
傍
ら
に
孫
五
人

背
丈
揃
い
て
ひ
と
間
を
圧
す

若
者
よ
わ
が
血
の
一
つ
こ
の
孫

ら
巨
人
の
如
く
身
丈
揃
い
立
つ

銀
色
の
ア
ン
テ
ナ
霧
よ
り
現
わ

れ
て
梅
雨
明

け
空

に
青

簾

下

げ
る

か
く
な
れ
ば
あ
れ
も
こ
れ
も
捨

て
よ
が
し
織
姫
に
遇
わ
ん
今
宵

七
夕

伝
説
の
星
に
遇

わ
ん
と
屋
上
に

昇

れ
ば
ビ
ル
の
谷
間
の
流
れ

俳

句菊
池

み
や

寺

心
深
ま
り
啼
く
や
時
鳥

石
戸
美
矢
子

起
き
技
け
の
合
わ
せ
鏡
や
庭
青

葉通
夜
の
客
固
ま
り
来
た
る
月
朧

老
鴬
や
こ
こ
に
も
老

い
し
者
ひ

浜
中

よ
ん

夏
の
夕
松
陰
偲
ぶ
碑
に
佇
ち
ぬ

竜
飛
岬
下
み
て
目
く
ら
む
夏
ゆ

う
べ

坑
道
を
汗
流
し
行
く
尾
去
沢

（
山
形
県
宍

）

三
上

敏

旅
す
れ
ば
母
の
ふ
る
さ
と
糺
の

花万
緑
を
な
が
め
て
走
る
最
上
川

夕
影
や
跣
足
で
拝
む
湯
殿
山

田
名
部
ヒ
サ

舗
道
に
も
ア
カ
シ
ヤ
散
る
や
掃

く
程
に

急
須
ふ
り
新
茶
の
雫
一
滴
ま
で

月
見
草
碇
泊
船
に
灯
が
点
り

老
杖
の
葉
裏
吹
か
る
る
青
嵐

大
坂

し
ん

初
夏
の
風
に
窓
開
け
夜
と
な
り

夜
に
入
り
て
蛙
の
声
の
湧
き
あ

が
る

蕗
の
と
う
簿
き
桃
色
土
香
る

川
岸
キ
ヨ
子

憂
き
こ
と
の
雫
を
集
め
あ
じ
さ

い
花

静
心
日
々
養
い
て
夏
深
し

世
渡
り
も
訝
か
る
こ
と
あ
り
朧

月

中
谷
サ
ツ
ヱ

北
国
を
越
し
き
て
冬
の
靴
軽
し

西
谷

豊
彦

園
児
ら
の
字
の
大
き
さ
や
星
祭

山
造
り
囀
り
聞
き
て
昼
銷
と
す

碑
に
読
め
ぬ
古
き
文
字
あ
り
蝉

の
殼三

上
士
郎
先
生
援
勲
）

師
の
微
笑
は
愛
鳥
の
芯
遠
郭
公



保健婦だより

心の疲労を

取り除こう

「病は気から」
心の｜建康は

体の健康と
密接な関係

エ
ハ

月

十

日

は

何

の

日

五
・
六
月
と
基
本
健
康
診
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は

い
か
が
で
し
た
か
？

健
康
で
あ

る
と
い
う
太
鼓
判
を
押
さ
れ
安

心
し
て
仕
事
に
励
ん
で

い
る
方

や
、
病
気
が
見
つ
か
り
、
ど
う

し
よ
う
か
と
心
配
し
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し

や
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
自
分
の
体
の
状
態
を
知
っ

た
所
で
、
心
の
状
態
も
見
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

先
ご
ろ
厚
生
省
が
実
施
し
た

『
心
の
病
』

に
関
す
る
実
態
調

査

の
結
果
、
二
人
に
一
人
が「
対

人
関
係
」

や
「
仕
事
」
な
ど
で

何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
普
段
ス
ト
レ
ス
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
人
ほ
ど
「
疲
れ

や
す

い
」
「
イ

ラ
イ

ラ
す
る
」

な
ど
、
心
身
の
異
常
を
多
く
訴

え
て
い
ま
し
た
。

「
病
は
気
か
ら
」
と
い
う
よ

う
に
、
心
の
健
康
は
体
の
健
康

と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

八
月
十
日
は
『
健
康
『

Ｉ
ト
の

囗
』
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
心

の
健
康
診
断
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
表
土

②
心

の

ト

ラ

ブ

ル

は

な

ぜ

起

こ

る

の

？

私
た
ち
の
体
は
、
外
部
か
ら

ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
と
、
そ
の

攻
撃
に
備
え
て
防
衛
態
勢
を
整

え
ま
す
。
ま
ず
、
脳
に
あ
る
自

律
神
経
の
司
令

部
（
視
床
下
部
）

か
ら
副
腎
髄
質

ホ
ル
モ
ン
（
血

圧
を
上
昇
さ
せ

る
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
な
ど
）

が
分

泌
さ
れ
ま
す
。

ビ
ッ
ク
リ
し
て

ド
キ
ド
キ
す
る

の
は
こ
の
た
め

で
す
。
更
に
、

脳
下
垂
体
（
内

分
泌
系
を
司
る

器
官
）
も
副
腎

皮
質
に
働
き
か

け
、
全
身
の
臓

器
に
防
衛
反
応

も
起
こ
さ
せ
な

が
ら
、
体
を
守

ろ
う
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
機
構
で
は
処
理
し
き

れ
な
い
程
大
量
の
ス
ト
レ
ス
が

加
わ
る
と
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
狂
い
が
生
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

心
の
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

③
ス

ト

レ

ス

と

上

手

に

っ

き

あ

お

う

「
心
」
と
「
ス
ト
レ
ス
」
の

関
係
は
、
ゴ
ム
ま
り
を
指
で
押

す
場
面
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
、
ゴ
ム
ま
り
を

指
で
押
す
と
へ
こ
み
ま
す

が
、

指
を
離
せ
ば
す
ぐ
に
元

に
戻
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
ま
り
強
く

押
し
た
り
、
長
時
間
押
し
続
け

る
と
、
ゴ
ム
が
ゆ
が
み
に
耐
え

き
れ
な
く
な
っ
て
傷
ん
で
し
ま

Ｎ

ｊ

康
相
談
日

石

（

Ｅ

２４１９
い
い

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

１
日
出

基
本
健
康
診
査
の
結

果
報
告
及
び
事
後
指

導牛
滝
地
区
対
象

時
間

午
前
１０
時
～
１２
時

場
所

牛
滝
生
活
改
善
セ
ン

２５
日
㈹

精
神
保
健
巡
回
相
談

時
間

午
前
９
時
～

場
所

役
場
セ
ン
タ
ー
和
室

ア
ル
コ
ー
ル
・
心
身
症

そ
の
他
心
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ



う

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

こ

の
場
合

、
ゴ

ム
ま
り

が
「
心
」
、

指

の

圧

力

が

「

ス

ト

レ

ス

」

と

亨

乙
る
と

両

者

の

関

係

が

よ

く

わ

か

り

ま

す

。

つ

ま

り

、

ゴ

ム

ま

り

が
指

の

圧

力

を

押

し

戻

す

よ

う

に

、
私

た

ち

の

心

は

本

来

、

あ

る

程

度

の

ス
ト

レ

ス

な

ら

十

分

跳

ね

返

す

力

を

備

え

て

い

る

の

で

す

。

い

わ

ば

、

体

の

防

衛

機

能

と

い

っ

て

も

よ

い

で

し

ょ

う

。

で

す

か

ら

、

い

た

ず

ら

に

ス

ト

レ

ス

を

怖

が

る

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ス

ト

レ

ス

が

な

い

世

の

中

は

今

日

あ

り

得

な

い

と

思

わ

れ

、

ス

ト

レ

ス

と

上

手

に

付

き

合

っ

て

い

く

こ

と

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

ス

ト

レ

ス

を

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

す

る

に

は

、

睡

眠

・

友

人

と

の

お

し

ゃ

べ

り

、

旅

行

等

上

手

に

休

養

や

気

分

転

換

を

図

る

こ

と

が
大

切

で

す

。
ス

ト

レ

ス

は

、

い

っ

た

ん

た

め

込

む

と

荷

が

重

く

な

る

の

で

、

節

目

ふ

即
目

で

発

散

さ

せ

ま

し

ょ

う

。

ス

ト

レ

ス
を

プ

ラ

ス

面

に

有

効

活

用

す

る

か

、

そ

れ

と

も

そ

の

荒

波

に

飲

み

込

ま

れ

て

し

ま

う

か

は

、

あ

な

た

の

対

処

の

仕

方
い
か
ん
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
付

き
合
う
」
ｉ

こ
れ
こ
そ
が
心
の

健
康
を
守

る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

④
心

に

も

。
栄

養

”
を

現
代
人
は
働
き
す
ぎ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
づ
勤
続
疲
労

万

を
取
り
去

る
に
は
、
ゴ
ロ
寝
だ

け
で
は
不
十
分
で
す
。
普
段
使

っ

て

い

る
部

分

は
休

ま
せ
、

使
っ
て
い
な
い
部
分
を
使
う
の

が
休
養
の
コ

ツ
で
す
。

近
年
、
仕
事
づ
け
タ
イ

プ
の

人
が
ス
ト
レ
ス
に
や
ら
れ
、
心

に
病
に
陥

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。「
仕
事
が
趣
味
」
「
休

み
下
手
」
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の

人
は
、
「
疲

れ
て
い
て
も
頑
張

る
」
と
い
う
旧
来
の
考
え
方
か

ら
、
「
早
め
に
疲
れ
を
癒
し
な

が
ら
充
電
す
る
」
と
い
う
方
向

に
発
想
に
切
り
替
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
新
し
い
休

養
観
に
立
っ
て
こ
そ
、
仕
事
の

能
率
も
上
が
る
も
の
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
心
は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
せ
ん
か
？
（
図
土

ご

相

談

く

だ

さ

い
。

料

金

は

無

料

で

す

。

２６

日

水

リ
（

ビ

リ

教

室

時

間

午

前

１０

時

３０

分

～

午

後

２

時

３０

分

場

所

大

畑

町

延

寿

圉

（
ふ
れ
あ
い
の
集
い
参
加
）

２７

日

水

乳

児

・
三

歳

児

健

診

時

間

午

後

１２

時

３０

分

受

付

場

所

役

場

セ

ン

タ

ー

和

室

対

象

（
乳

児

）

平

成

３

年

８

月

～

１０

月

生
三

歳

児

）

平

成

元

年

１

月

～

３

月

生

２８

日

窗

胃

が

ん

・

肺

が

ん
検

診

基

本

健

康

診

査

受

付

時

間

午

前

６

時

～

場

所

ア

ル

ザ
ス

し

お

さ

い

ホ

ー

ル

対

象

全

村

（
基

本

健

康

診

査

未

受

診

煮



国

保
の
し

お
り

国
保
税
率
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
内
容
は

①

出
生
率
の
低
下
や
社
会
保

険
加
入
に
よ
る
国
保
被
保
険

者
の
大
幅
な
減
少
。

②

国
保
加
入
者
に
占
め
る
高

齢
者
の
増
加
。

③

医
療
費
の
大
幅
な
増
加
。

④

漁
業
不
振
に
よ
る
漁
家
所

得
の
減
少
。

等
、
厳
し
い
運
営
状
況
に
な

つ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
村
内
加
入
者
の

不
均
衡
を
是
正
し
、
負
担
の
公

平
を
図
り
、
国
保
事
業
の
長
期

的
な
安
定
運
営
の
た
め
、
国
の

方
針
で
あ
る
保
険
税
の
平
準
化

に
沿
い
、
平
成
四
年
四
月
一
日

か
ら
、
税
率
改
正
を
実
施
し
か

も
の
で
す
。

な
お
、
改
正
税
率
に
つ
い
て

は
、
基
金
等
を
取
り
崩
し
て
、

一
人
当
り
の
負
担
を
最
少
隕
に

お
さ
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※

平

準

化

と

は

？

国
保
税
の
応
能
（
所
得
割
額

・
資
産
割
題

、
応
益
（
均
等

割
額
・
平
等
割
額
）
の
割
り
合

い
を
５０
対
５０
に
近
づ
け
る
も
の

で
、
中
間
所
得
者
の
負
担
軽
減

と
、
低
所
得
者
に
対
し
、
六
割

軽
減
を
最
大
限
に
活
用
し
、
負

担
増
を
緩
や
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

○

改

正

内

容

○
所
得
割
額
六
・
七
％
↓

六

。

○
％
に
。

○
資
産
額
額
に
六
十
五
％
↓

五

聴

官

⑩
秘
密

私
の
場
合

き
ん
さ
ん

ぎ
ん
さ
ん

毎
日

の
散
歩

を

欠

か
し

た
こ

と

が
な

い

耳
も
目
も
達
者
な
き
ん
さ
ん
、

ぎ
ん
さ
ん
、
脳
細
胞
も
活
発
に

働
い
て
、
ボ
ケ
て
な
ど
い
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
二
人
に
と
っ
て
、

テ
レ
ビ
は
世
の
中
を
眺
め
る
何

よ
り
の
窓
で
あ
り
、
大
き
な
楽

し
み
で
す
。

き
ん
さ
ん
「
わ
し
は
、
プ
ロ
レ

ス
と
相
撲
が
大
好
き
で
よ
く
見

る
よ
。
あ
と
は
、
時
代
劇
だ
に

ゃ
あ
。」

ぎ
ん
さ
ん
「
わ
し
は
、
役
者
の

顔

が
覚
え

ら
れ
ん
け
に
、
あ
ん

ま
り
見
な
い
に
や
。
一
番
お
も

し
ろ
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
国
会

中
継
だ
よ
。
」

き
ん
さ
ん
「
ア
レ
は
、
頭
が
痛

う
な
っ
て
ダ
メ
だ
。」

ぎ
ん
さ
ん
「
だ
け
ど
、
お
み
ゃ
あ

さ
ん
、
日
本
の
国
が
ど
う
な
る

か
、
知
ら
ん
顔
し
と
っ
た
ら
国

民
と
し
て
情
け
な
い
よ
。」

食

事

は

三

食

決
ま
っ
た
時
間
に
腹
八
分

歯
だ
け
は
年
に
勝
て
ず
、
き

ん
さ
ん
は
三
十
年
前
に
全
部
技

け
ま
し
た
。
ぎ
ん
さ
ん
は
、
上

の
歯
が
ま
だ
五
本
残
っ
て
い
ま

す
。

ぎ
ん
さ
ん
「
こ
の
歯
も
気
力
で

残
っ
た
。
（
（
「

。
だ
か
ら
毎

朝
、
塩
で
磨
い
た
あ
と
、
タ
オ

ル
で
一
本
一
本
き
れ
い
に
ふ
い

て
、
大
切
に
し
と
る
。
」

食
事
は
三
食
、
決
ま
っ
た
時



世帯数・被保険者数の動向

十
％
に
。

○
均
等
割
額
一
五
、
〇
〇
〇
円

↓

一
六
、
八
〇
〇
円
に
。

○
平
等
割
額
一
八
、
六
〇
〇
円

↓
二
四
、
〇
〇
〇
円
に
。

○
課
税
限
度
額
四
十
四
万
円
↓

四
十
六
万
円
に
。

Ｏ
保

険

税

一
人

当

り

の

調

定

額

・
平
成
三
年
度
実
績
額

五
六
、
〇
三
五
円

・
平
成
四
年
度
本
算
定
額

五
六
、
ニ

ー
七
円

医 療 費 の状 況

〔４月診察分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，８７４人

退職者医療 加入者数 ６５人

去人阮栫 対象者贄 ４７∩人

間

に

腹

八

分

と

い

う

の

が
、

二

人

の

長

い

間

の

習

慣

で

す

。

ぎ

ん

さ

ん
「

ぜ

い

た

く

は

禁

物

、

粗

食

が

一

番

。

朝

は

柔

ら

か

め

の

ご
は

ん

に

、

焼

き

の

り

と

み

そ
汁

、

そ

れ

に

梅

干

し

だ

ね

。
」

き

ん

さ

ん

「

わ

し

は

、

お

か

ゆ

を

軽

く

一

杯

ぐ

ら

い

だ

わ

。
」

夕

食

に

は

、

と

き

ど

き

ご

ち

そ

う

が

出

ま

す

。

き

ん

さ

ん

の

好

物

は

、
ま

ぐ

ろ

の

刺

身

で

す

。

ぎ

ん

さ

ん

「

姉

は

赤

身

の

魚

が

好

物

ら

し

い

け

ど

、

わ

た

し

や

大

嫌

い

。

た

ま

に

ぜ

い

た

く

す

る

と

き

は

、

白

身

の

カ

レ

イ

の

刺

身

。

こ

れ

を

口

に

で

き

る

と

き

は

、

長

生

き

し

て

よ

か

っ

た

な

あ

と

、
し

み

じ

み
思

う

ね

え
。
」

二

人

と

も

、

間

食

は

ほ

と

ん

ど

し

ま

せ

ん

。

ぎ

ん

さ

ん
「

甘

い

物

を

食

べ

て

、

じ

っ

く

り

お

茶

な

ん

か
飲

ん

で

た

ら

、

糖

尿

病

に

な

っ

ち

ま

う

寿

命

の

あ

る

限

り

普

通

に

や

っ

て

い

く

だ

け

「

寝

た

き

り

に

な

ら

ん

よ

う

に

せ

に

ゃ

い

か

ん

。
」
－

－

１

き

ん

さ

ん

と

ぎ

ん

さ

ん

が
、

い

つ
も
自
分
の
胸
に
言
い
聞
か
せ

て
い
る
言
葉
で
す
。
そ
の
た
め
、

二
人
は
毎
日
、
散
歩
を
欠
か
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

き
ん
さ
ん
は
、
毎
日
四
～
五

回
、
自
宅
の
周
囲
を
ギ
ャ
リ
ン

ク

ー
ガ
ー
を
引
い
て
、
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
回
り
ま
す
。
ぎ
ん
さ

ん
は
、
こ
の
三
十
年
余
り
自
宅

近
く
の
神
社
と
、
弘
法
大
師
を

お
ま
つ
り
し
て
あ
る
御
堂
に
、

毎
日
、
片
道
三
十
分
を
か
け
て

お
参
り
を
し
て
い
ま
す
。

ぎ
ん
さ
ん
「
こ
う
や
っ
て
寿
命

を
も
ろ
う
て
い
ら
れ
る
の
も
、

や
っ
ぱ
し
神
様
、
仏
様
の
お
か

げ
た
わ
ね
。
わ
れ
の
力
で
は
、

ど
う
に
も
な
ら
ん
。」

そ
し
て
、
「
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
す
る
。
」
が
モ

。
ト
ー
。

洗
濯
物
を
た
た
ん
だ
り
、
布
団

を
敷
い
た
り
、
自
分
の
服
も
自

分
で
縫
う
な
ど
、
気
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
寿
命
の
あ

る
限
り
、
普
通
に
や
っ
て
い
く

だ
け
。」

き
ん
さ
ん
と
ぎ
ん
さ
ん
は
、

囗
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
し
た
。

（
談
）



青
少
年
育
成
村
民
会
議
だ
よ
り

み
ん
な
の
力
で

事
故
の
な

い
夏

休
み
を

夏
休
み
期
間
は
、
約
一
ヶ
月
も
学
校
を
離
れ
る
の
で
、
体
力
づ

く
り
や
仲
間
ご
く
り
、
自
然
や
郷
士
匚
親
し
心
絶
好
の
機
会
で
す
。

反
面
、
生
活
が
乱
机
や
す
く
な
つ
、
思
わ
ぬ
事
故
や
問
題
が
起

き
が
ち
で
す
。

言

〕
で
、
家
庭
で
は
竄
の
点
ご
留
意
し
て
、
楽
し
い
夏
休
み
を

過
二
可
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

①
夏
休
み
は
、
心
身
に
適
度
な

休
養
を
と
り
、
自
主
的
で
節

度
の
あ
る
生
活
態
度
、
習
慣

を
身
に
つ
け
よ
う
。

②
家
庭
で
も
、
家
事
の
手
伝
い

な
ど
を
積
極
的
に
さ
せ
ま
し

③
（

デ
な
服
装
、
夜
遊
び
、
好

ま
し
く
な
い
場
所
へ
の
出
入

は
や
め
よ
う
。

④
窃
盗
、
万
引
き
に
つ
な
が
る

お
金
の
ム
ダ
使
い
は
や
め
よ

⑤
水
の
事
故
に
注
意
し
よ
う
。

学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
に

「
楽
し
い
夏
休
み
に
し
よ
う
」

と
い
う
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
て
、

有
意
義
な
夏
休
み
と
な
る
よ
う

に
事
前
指
導
し
て
い
ま
す
。
各

家
庭
に
お
い
て
は
、
こ
の
プ
リ

ン
ト
を
お
読
み
に
な
り
、
地
域

総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育

成
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
千
さ
ん
の
い
な
い

家
庭
に
お
い
て
も
、
よ
く
な
い

遊
び
や
危
険
な
場
所
で
の
遊
び

な
ど
を
見
か
け
た
と
き
に
は
。

「
あ
ぶ
な
い
で
す
よ
」
の
愛
の

一
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ど

の
子
も
、
佐
井
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
な
の
で
す
か
ら
。

な
お
、
夏
休
み
期
間
中
は
、

青
少
年
非
行
の
未
然
防
止
の
た

め
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
非
行
防
止
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
ヶ
月
と
い
う

期
間
で
、
子
ど
も
た
ち
は
良
く

も
な
り
悪
く
も
な
り
ま
す
。

家
庭
で
の
手
伝
い
を
通
じ
て
、

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
で
お
弓
机
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

お
盆
も
近
く
な
罔
弌

み
な
さ
ん
が
帰
郷
す
る
日
も
七
つ
寸
ぐ
で

す
。
「
事
故
」
が
多
い
時
期
で
す
。
健
康
と
安
全
匸
は
十
分
留
意

し
て
、
家
族
の
待
つ
故
郷
へ
元
気
な
遐
で
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
气

写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
月
間
」
実
施
中

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
は
、
「
安

全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
月
間
」
で

す
。こ

の
出
稼
ぎ
月
間
は
、
出
稼

ぎ
に
伴
う
諸
問
題
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者

の
安
全
就
労
と
留
守
家
族
の
不

安
を
除
去
す
る
た
め
実
施
す
る

も
の
で
す
。

出
稼
ぎ
就
労
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
事
故

や
病
気
、
賃
金
の
不
払
い
な
ど

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
「
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
」
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

スローガン

・
安
全
就
労
、
資
金
支
払

の
確
保

・
事
故
見
舞
金
給
付
制
度

へ
の
加
入
促
進

・
有
給
休
暇
の
普
及
促
進

▼
就
労
前
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

▼
留
守
家
族
と
よ
く
連
絡
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

▼
働
い
た
日
時
、
場
所
な
ど
を

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
退
職
す
る
日
を
、
早
目
に
事

業
所
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
事
故
や
賃
金
不
払
い
の
と
き

は
、
す
ぐ
労
働
基
準
監
督
署

か
青
森
県
県
外
事
務
所
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。



対
話
の
中
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い

を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ふ
だ
ん
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
子
ど
も
の
姿
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
子
ど
も
に
と
っ
て
心

の
安
定
と
な
り
、
夏
休
み
が
終

っ
た
と
き
に
は
心
身
と
も
に
健

全
な
青
少
年
に
成
長
し
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

長
い
夏
休
み
の
生
活
は
、
解

放
感
が
先
に
立
っ
て
、
無
計
圜

な
生
活
に
流
れ
が
ち
で
す
が
、

÷
つ
し
た
と
き
こ
そ
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
考
え
処
理
し
て

い
く
自
立
心
を
養
う
絶
好

の
機

会
で
す
。
各
家
庭
で
は
、
生
活

の
計
画
を
た
て
、
そ
れ
に
洽
っ

た
生
活
で
あ
る
よ
う
指
導
し
た

い
も
の
で
す
。

海
・
川
で
の
水
の
事
故
は
絶

対
に
起
こ
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

夜
釣
り
と
か
、
子
ど
も
だ
け
の

船
遊
び
に
は
厳
重
に
注
意
し
ま

恚

焉

藤

愚

作
イ
μ

・
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
水
遊

び
に
は
、
必
ず
保
護
者
や
大
人

が
同
伴
し
、
子
ど
も
、
特
に
幼

児
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
岩
壁
や
河
岸
、
船
着
場
な
ど

子
ど
も
が
転
落
す
る
恐
れ
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
声
を

か
け
、
安
全
な
場
所
に
移
動
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
幼
児
が
い
る
家
庭
で
は
、
浴

そ
う
や
洗
濯
機
な
ど
に
、
水
を

入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水に溺れた人の助けかた

親が 子 ど もに教 え る

おも ちや花火 の

正 しい 扱い 方

線香花火やねずみ花火－あ

なたも子どものころ、花火で
遊んだ楽しい思い出があるは
ずです。
しかし、楽しく手軽に遊べ

る花火も、原料は火薬です。
扱い方を間違えると、火事に

なったり、やけどを負ったり
することがあります。このよ
うな事故は、花火で遊ぶとき
に親がそばについていないこ
と、そして、親が正しい扱い
方を子どもに教えていないこ

とが主な原因です。
ですから、事故を防ぐため

に、親や大人が子どもに正し
い花火の扱い方を教えてあげ
る必要があります。次の注意
点を、子どもと一緒に遊びな

がら教えましょう。



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

交

通

安

全

母

の

会

青

森

県

大

会

に

参

加

し

て

白
局

甌
封

畆
弘

ヱ
Ｌ

第
二
次
交
通
戦
争
と

い
わ
れ

て
久
し
く
、
県
民
総
ぐ
る
み
に

よ

る
交
通
安
全
運
動
を
展
開
す

る
中
で
、
交
通
安
全
母
の
会
は
、

そ
の
使
命
と
役
割
を
果
す
た
め
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を

基
本
理
念
に
、
積
極
的
に
か
つ

多
面
的
な
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
匸

父
通
事
故
は
依
然

と
し
て
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

急
速
に
変
化
す
る
社
会
情
勢
と

と
も
に
、
そ
の
要
因

や
形
態
も

多
様
化
し
、
基
本
的
な
人
間
性

の
確
立
と
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
率

の
低
下
、
酒
酔
い
運
転
の
横
行

な
ど
、
県
民
の
交
通
モ
ラ
ル
の

欠
如
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ

り
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
事
故

が

増
加
し
、
若
者
の
無
謀
運
転
に

よ
る
死
亡
事
故
が
目
立
つ
な
ど
、

母
親
と
し
て
、
ま
た
家
庭
の
安

全
管
理
者
と
し
て
の
責
任
と
課

題
は
、

い
よ
い
よ
大
き
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
す
。

青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
会

員
は
、
本
大
会
の
テ
ー
マ
「
あ

お
も
り
の
交
通
マ
ナ
ー
ア

と
フ

を
母
の
手
で
」

の
持
つ
意
義
を

確
か
め
、
よ
り
強
い
連
帯
と
活

動
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
安
全
で
快
適
な

青
森
県
の
実
現
を
目
指
し
、
母

の
会
の
総
力
を
あ
げ
て
「
交
通

マ
ナ
ー
ア

弋
フ
青
森

９２
運
動
」

を
推
進
す
る
と
の
大
会
宣
言
に

続
き
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
鈴
木
文
弥
さ
ん
の
講
演
に
入

り
ま
し
た
。

「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
題

し
て
、
今
の
奥
様
方
に
は
、
旦

那
様
を
イ
ヤ
と
言
わ
せ
な
い
強

▲交通安全毋の会県大会

交 通標識豆知識（その３）

上の標識を見て、すぐに

どのような意味があるか分

かりますか？

①は追越しのための右側

部分はみ出し通行禁止（通

称ハミ禁）②は追越し禁止

です。見た目はまったく同

じ標識ですが、補助標識が

つくと意味が少し変わって

きます。下北郡内において

は、この標識のほとんどが

ハミ禁になってい ますの

で、ドライバーのみなさん

はよく注意し、安全運転に

心がけてください。

飮んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

夏の交通安全運動
運動の重点

① 飲酒・無謀運転の追放
② 子どもと高齢者の交通事故防止
③ シートベルトの正しい着用の徹底

シートベルト しめる心が 身を守る



さ
が
あ
る
と
笑
わ
せ
、
交
通
安

全
活
動
に
つ
い
て
も
、
①
基
本

的
な
こ
と
を
守
ら
な
い
、
②
責

任
感
が
な
い
、
③
積
極
性
が
な

い
と
言
わ
れ
る
が
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
実
践
主
義
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
葉
一

つ
で
も
人
を
無
意
識
に
傷
つ
け

る
の
で
、
言
い
方
は
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
子
ど
も

は
上
手
に
叱
る
こ
と
で
、
と
て

も
の
び
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
も
の
。
夫
婦
で
も
相
手
の
名

前
を
呼
び
あ
い
、
ま
た
先
手
を

う
っ
て
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
が

と
て
も
良
い
。
相
手
の
立
場
を

考

え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
し

め
く
く
り
、
楽
し
い
話
し
で
笑

い
を
さ
そ
い
な
が
ら
も
心
に
ピ

リ
ッ
と
く
る
講
演
で
、
第
十
三

回
交
通
安
全
母
の
会
青
森
県
大

会
を
終
え
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
作
業
に
参
加
し

’にヽ

副
会
長

斉

藤

ま
ざ
子

朝
五
時
頃
、
す
ご
い
カ
ミ
ナ

リ
と
雨
で
目
が
さ
め
ま
し
た
。

今
日
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
作
業

は
で
き
な
い
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
が
、
九
時
頃
に
は
晴
れ
上

が
り
、
道
路
も
す
っ
か
り
乾
い

て
い
ま
し
た
。

ア
ル
ザ
ス
前
に
は
会
員
が
集

ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
佐

井
、
古
佐
井
、
糠
森
方
面
に
別

れ
て
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
付
け

て
歩
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
ス
ト

弋
フ
マ

ー
ク
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す

ね
。
道
路
に
急
に
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の

上
で
一
度
止
ま
り
、
車
が
来
な

い
か
確
か
め
て
か
ら
横
断
す
る

こ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に

遭
わ
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら

付
け
て
い
る
も
の
で
す
。

途
中
で
、
子
ど
も
た
ち
や
会

員
の
方
々
が
、
お
手
伝
い
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
も
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
匸
父
通
安
全
母

の
会
の
活
動
を
暖
か
い
目
で
見

守
り
、
ま
た
応
援
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼ストップマーク作業

自動車に乗ったら

シートベルト

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

バイクを運転するときは

ヘルメット

あ

な

た

は

駐
車
違
反
を

」ぞ
い
ま
兌

擘
・

○
佐
井
村
内
は
、
道
路
幅
が
狭

い
の
で
、
道
路
交
通
法
第
四
十

五
条
二
項
の
違
反
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

道
路
に
駐
車
し
た
と
き
に
、

右
側
が
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

な
け
れ
ば
違
反
な
の
で
す
。

○
つ
ぎ
に
法
定
で
決
め
ら
れ
て

い
る
①
交
差
点
内
や
交
差
点
の

側
端
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
②

横
断
歩
道
上
や
横
断
歩
道
の
前

後
の
側
端
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
前

後
に
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

③
道
路
の
曲
が
り
か
ど
等
の
違

反
は
、
横
断
歩
行
者
の
事
故
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
絶
体

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
ま
た
、
他
人
の
迷
惑
に
な
る

自
動
車
用
の
出
入
口
か
ら
三

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
も
駐
車

禁
止
で
す
。

○
も
ち
ろ
ん
標
識
が
あ
る
場
所

は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
ほ
か
に
、
道
路
上
の
同

一
場
所
に
十
二
時
間
以
上
（
夜

間
は
八
時
間
以
上
）
駐
車
で
き

ま
せ
ん
。

無 ●ｊ丶料

交通事故
ご相談

●

電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

容

〇

一

七

七
一

ニ

ニ

ー

ー
〇

二

五
（
直

通

）

相
談
日
一
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

Ｏ

弁
護
士
相
談
日
一
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社

団

法

人

日

本

損

害

保

険

協

会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

青
森
市
中
央
∇
二
三一
五
明
治
生
命
青
森
中
央
ビ
ル
五
階（
市
役
所
束
寄
り
Ｉ
〇
〇
ｍ
位
）

青
森
調
査
事
務
所
内

公
○
一
七
七－
七
六－
四
三
九
一



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

生命保険と税多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や

交
通
事
故
な
ど
突
然
の
災
難
に

備
え
て
、
生
命
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
生
命
保
険
に
は

税
金
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

Λ
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
▽

所
得
税
を
計
算
す
る
際
に
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ

て
、
一
定
額
が
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

Λ
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
▽

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を

だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

り
、
相
続
税
も
し
く
は
贈
与
税

ま
た
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

財産の運用と税財
産
の
運
用
に
よ
る
利
益
は
、

そ
の
所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
、

利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
事
業

所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
、

雑
所
得
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
課

税
の
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
の
う
ち
、
利
子
所
得
（
預

貯
金
や
公
社
債
の
利
子
、
貸
付

信
託
、
金
銭
信
託
、
公
社
債
投

与
信
託
の
収
益
の
分
配
）
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
十
％

の
税
率
で
源
泉
徴
収
さ
れ
、
こ

れ
で
課
税
関
係
が
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
源
泉
分
離
課
税
と

い
う
制
度
で
す
。

な
お
、
お
年
寄
り
な
ど
に
対

し
て
は
、
利
子
所
得
の
非
課
税

制
度
が
あ
り
ま
す
。

年

金

の

支

払

い

日

が

休

日

に
当

た

っ

た

場
合

、

そ

四
前
日

に
支
払

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

今
年
の
八
月
は
、
十
四
日
に

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

年
金
は
二
ヶ
月
に
一
回
、
偶

数
月
の
十
五
日
に
支
払
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
十
五

日
が
、
土
・
日
曜
日
や
祝
祭
日

（
以
下
休
日
と
い
い
ま
す
）
に

当

た
っ
た
と
き
は
、
休
日
明
け

の
日
に
年
金
の
支
払

い
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
年

金
を
受
け
て
い
る
方
を
中
心
に

「
年
金
の
支
払
い
日
が
休
日
に

当
た
っ
た
と
き
に
は
、
休
日
前

に
年
金
を
支
払
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
年
金
の
支
払
い

庁
で
あ
る
社
会
保
険
庁
で
は
、

年
金
受
給
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
年
金
の
支
払
い

日
で
あ
る
十
五
日
が
休
日
に
当

た
っ
た
と
き
に
は
、
休
日
の
前

日
に
年
金
が
受
け
取
ら
れ
る
よ

う
制
度
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
八
月
の
年
金
の
支
払
い

日
は
、
十
五
日
が
土
曜
日
に
当

た
り
ま
す
の
で
、
前
日
の
十
四

日
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

郵
便
局
の
窓
口
で
年
金
を
直

接
受
け
取
ら
れ
る
方
も
、
銀
行

な
ど
の
口
座
に
年
金
が
振
り
込

ま
れ
る
方
も
、
十
四
日
に
は
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

老

齢

福

祉

年

金

を

受

け

取

っ

た
ら

証

書

を

提

出

し

ま

し

ょ

う

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
分

の
支
払
い
を
受
け
取
っ
た
ら「
国

民
年
金
証
書
」
（
緑
の
手
帳
で



す
）
を
役
場
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
は
、
支
払
い

に
要
す
る
費
用
が
全
額
国
庫
負

担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
受

給
者
本
人
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
っ
た
り
、
受
給
者
本
人
が

他
の
年
金
を
受
け
始
め
た
と
き

は
、
老
齢
福
祉
年
金
が
全
額
支

給
停
止
、
一
部
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
、

国
民
年
金
証
書
に
支
払
い
金
額

を
記
入
す
る
た
め
に
提
出
し
て

も
ら
い
ま
す
。
（
支
払
い
金
額

の
記
入
は
平
成
四
年
十
二
月
期

と
平
成
五
年
四
月
期
分
で
す
）

国
民
年
金
証
書
の
提
出
が
遅

れ
る
と
、
次
回
の
年
金
支
払
い

日
に
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

２０歳になつたら

みんなカ０入します
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
お
よ

そ
八
十
年
。
世
界
で
も
っ
と
も

長
生
き
で
き
る
国
で
す
。
言
い

換
え

れ
ば
「
老
後
」

が
世
界
で

一
番
長
い
と
も
言
え
ま
す
。

最
近
で
は
定
年
退
職
後
を
「
第

二
の
人
生
」
と
呼

び
、
い
か
に

充
実
し
て
送
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
長
い
人
生
を
考
え

る
と
き
、

最
大
の
関
心
事

に
な
っ
て

い
ま

す
。老

後
の
生
活
を
、
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
充
実
し
た
も
の

に
す
る
に
は
、
経
済
的
に
不
安

が
な
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
見
通
し
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き

る
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
老
後
の
生
活
の
安
定

を
保
障
し
、
暮
ら
し
を
支
え
て

く
れ
る
の
が
公
的
年
金
制
度
で

あ

る
国
民
年
金
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
思
わ

ぬ
ヶ

が
や
病
気
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手

を
失
っ
た
と
き
に
も
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
後
の
、
そ
し
て
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
二
十
歳
に
な

っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
日
差
し
の
強
い
日
に
、
車

を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
前
方
に
水

た
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
車
が
進
む
に
つ
れ
て
、

そ
の
水
が
ど
ん
ど
ん
先
の
ほ
う
に

逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
経
験
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

が
逃
げ
水
で
す
。
地
鏡
、
偽

水
面
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。

若
い
人
は
、
囗
Ｉ
ド
ニ
ヽ
ラ

ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

逃
げ
水
は
、
強
い
日
差
し

で
地
面
に
近
い
空
気
が
暖
ま

り
、
そ
の
上
に
あ
る
空
気
と

の
温
度
差
が
大
き
く
な
っ
て
、

空
気
に
密
度
の
差
が
で
き
、
光
の

屈
折
な
ど
も
加
わ
っ
て
起
き
る
現

象
で
す
。
道
路
に
水
た
ま
り
が
あ

る
よ
う
に
見
え
る
の
も
、
こ
の
た

め
で
す
。
こ
れ
は
し
ん
き
ろ
う
の

一
種
で
、
舗
装
道
路
だ
け
で
な
く
、

砂
漠
や
草
原
で
も
起
き
ま
す
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の

と
き
砂
漠
で
こ
れ
を
見
て
、
オ
ア

シ
ス
と
間
違
え
た
話
は
有
名
で
す
。

逃
げ
水
は
、
俳
句
の
夏
の
季
語

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
武

蔵
野
の
逃
げ
水
は
古
歌
に
も
詠
ま

れ
、「
東
路
に

あ
り
と
い
ふ
な
る

逃
げ
水
の

逃
げ
隠
れ
て
も

世

を
過
す
か
な
」（
夫
木
和
歌
抄
）
と

い
う
歌
も
残
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
道
路
に
逃

げ
水
が
現
れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
道
路
公
団
広
報
室
の
話

に
よ
る
と
、「
白
舗
装
（
コ
ン
ク
リ

ー
ト
）
よ
り
も
、
黒
舗
装
（
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
）
の
ほ
う
が
熱
し
や
す

い

の
で

、
逃

げ

水

が

見

え

る

こ

と

が

多

い

の
で

は

」

と

の

こ

と

で

す

。

八

月

十
日

は
「

道

の

日

」
、

そ

し

て

八
月

は

「
道

路

を

ま

も

る
月

間

」
で

す

。

道

と

生

活

の

か

か

わ
り

、

魅

力

あ

る

地

域

づ

く

り

の
た

め

の

道

の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



ネ

ク

タ

イ

の

シ

ワ

の

と

り

方

厚
紙
や
和
紙
の
棒
を
使
う

い
く
ら
気
に
入
っ
た
ネ
ク
タ

イ
で
も
、
く
た
び
れ
て
ヨ
レ
ヨ

レ
に
な
っ
て
い
て
は
、
せ
っ
か

く
の
お
し
ゃ
れ
も
台
無
し
で
す
。

ネ
ク
タ
イ
は
使
っ
て
い
る
う

ち
に
、
ど
う
し
て
も
結
び
目
の

部
分
が
シ
ワ
に
な
り
が
ち
で
す
。

特
に
気
に
入
っ
た
ネ
ク
タ
イ
ほ

ど
使
う
回
数
も
多
い
の
で
、
手

入
れ
も
必
要
で
す
。
ま
め
に
ア

イ
ロ
ン
で
、
シ
ワ
を
伸
ば
す
よ

つヽ
に
し
ま
し
よ
つヽ
。

し
か
し
、
ネ
ク
タ
イ
に
直
接

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
、
シ
ワ

は
消
え
て
も
縁
が
っ
ぶ
れ
て
薄

っ
ぺ
ら
に
な
り
、
か
え
っ
て
感

じ
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ネ
ク
タ
イ
の
中
に
ネ
ク
タ

イ
の
形

に
切
っ
た
厚

い
型
紙
を

入
れ
、
上
か
ら
布
を
あ
て
て
軽

く
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
ま
す
。
こ

う
す

る
と
ネ
ク
タ
イ
の
縁
を
つ

ぶ
さ
ず
、
上
手

に
シ
ワ
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
ネ
ク
タ
イ

に
は
、
裏
地
の
合
わ
せ
目
に
と

し
目
が
あ
っ
て
、
型
紙
の
入
ら

な
い
ネ
ク
タ
イ

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
鉛
筆
の
太
さ

ぐ
ら
い
に
固
く
巻
い
た
和
紙
の

棒
を
二
本
作
り
ま
す
。
こ

れ
を

ネ
ク
タ
イ
の
両
側
に
差
し
込
み
、

上
か
ら
布
を
当
て
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
る
と
、
ネ
ク
タ
イ

は
薄

っ
ぺ
ら
に
な
り
ま
せ
ん
。

ネ
ク
タ
イ
を
買
う
と
き
は
柄

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
型

崩
れ
し
な
い
製
品
を
買
い
求
め

る
こ
と
で
す
。
ネ
ク
タ
イ
の
両

端
の
中
央
を
つ
ま
み
、
軽
く
引

っ
張
っ
て
み
て
、
よ
じ
れ
る
も

の
は
、
使
っ
て
い
る
間
に
型
崩

れ
し
や
す
い
も
の
で
す
。
引
っ

張
っ
て
よ
じ
れ
な
い
ネ
ク
タ
イ

は
正
し
く
裁
断
さ
れ
た
も
の
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ネ
ク
タ
イ
を
（

ン
ガ

ー
に
重
ね
て
か
け
て
お
く
の
は
、

取
り
出
し
に
く
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
シ
ワ
に
な
り
、
ネ
ク
タ
イ

が
痛
む
原
因
に
な
り
ま
す
。
ネ

ク
タ
イ
は
二
つ
折
に
し
て
軽
く

巻
き
、
引
き
出
し
に
詰
め
ま
し

ょ
う
。
整
理
も
で
き
、
シ
ワ
の

原
因
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

主
唱

通
産
省

電
気
使
用
安
全
月
間

８
月
１
日
▼
３１
日

良
い
電
気
設
備
で

安
全
に

正
し
く
使
っ
て

明
る
い
暮
ら
し

「
電
気
の
安
全
」

あ
な
た
と
わ
た
し
の
愛
こ
と
ば

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

田 中 一 志 ちゃＡ，

（春美・法子）

福 浦

戸籍の窓口
７月１４日現在

Ｏお誕生おめでとう

内 田 信 明（誠一）長 後

万 谷 一 平（重夫）古佐井

三津谷 廣 助（良太）古佐井

東 出 紗代子（博良）古佐＃

Ｏご結婚おめでとう

｜山 本 秀 文（古 佐 井）

榎 戸 聡 美（イ山 台 市）

｜若 山 裕 紀（古 佐 井）
志 井 かおり（横須賀市）

｜溝 江 正 晴（大 佐 井）
浜 村 ゆかり（む つ 市）

個人のプライバシーを尊重

する意味で、載せてほしくな
い人は、届け出の際に係まで

申し出てください。

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，８０９（一日）

女 ９，８∠１４（－１）

計 ３，６５３（一耳）

世帯数 １，１２２（－∠↓）
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